
静
岡
県
保
育
所
連
合
会
総
会

並
び
に 

保
育
所
長
研
修
会

期
日

　平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日

会
場

　静
岡
市
民
文
化
会
館

平成29年度

開
催

　

平
成
二
十
九
年
度
静
岡
県
保
育
所
連
合
会
総
会

は
、
静
岡
県
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
未
来
局
・
鈴
木
紀

美
代
局
長
、
静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
松
浦
康
夫

常
務
理
事
等
、多
く
の
来
賓
の
皆
様
を
お
迎
え
し
て
、

静
岡
市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
後
藤
弘
明
会
長
よ
り
「
最
近
保
育
施
設
の

不
適
切
な
運
営
に
つ
い
て
報
道
が
続
い
て
い
る
。
施

設
運
営
を
含
め
た
法

人
の
透
明
性
の
確
保

や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
と
い
っ
た
自
助
努

力
は
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
に
あ
る
、
子
ど

も
達
の
最
善
の
利
益

の
保
障
と
質
の
高
い

保
育
を
提
供
す
る
と

言
う
理
念
に
よ
り
我
々
は
日
々
の
保
育
と
教
育
を
行

っ
て
い
る
。
不
祥
事
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、

処
遇
改
善
に
つ
い
て
も
、
関
係
各
局
が
協
力
し
て
静

岡
県
版
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て

い
る
。
現
場
の
皆
さ
ん
が
や
り
が
い
や
プ
ラ
イ
ド
を

持
て
る
職
場
で
あ
る
よ
う
に
、皆
さ
ん
の
協
力
の
下
、

こ
れ
か
ら
も
県
保
連
と
し
て
現
場
の
声
を
届
け
る
努

力
を
続
け
て
い
き
た
い
。」
と
力
強
く
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
鈴
木
局
長
、
松
浦
常
務
理
事
か
ら

も
お
祝
い
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
総
会
に
移
り
、
議
長
に
静
岡
市
ゆ
り
か
ご
保

育
園
・
神
野
博
行
園
長
、
副
議
長
に
浜
松
市
立
三
方

原
保
育
園
・
飯
田
純
子
園
長
を
選
出
し
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。　

議
案
と
し
て
第
一
号
議
案
：
平
成

二
十
八
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
第
二
号
議
案
：

会
則
の
一
部
改
正
、
第
三
号
議
案
：
会
長
指
名
理
事

及
び
監
事
の
承
認
、
第
四
号
議
案
：
平
成
二
十
九
年

度
事
業
計
画
・
予
算

案
の
議
案
が
審
議

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
会
則

の
変
更
に
よ
り
、
静

岡
県
保
育
所
連
合
会

は
、
本
年
十
月
一
日

よ
り
静
岡
県
保
育
連

合
会
と
し
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
事

と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、今
年
度
の
新
規
加
盟
園
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
引
き
続
き
保
育
所
長
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
静
岡
大
学
防
災
総
合
セ

ン
タ
ー
客
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
静
岡
大
学
教

育
学
部
教
授
、
池
田
恵
子
先
生
を
お
招
き
し
、【
震

災
に
備
え
て
―
地
域
と
の
連
携
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
―
】
と
い

う
テ
ー
マ
の
元
に
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
お
話
し
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
年
の
大
規
模
災
害
被
害
の
特

徴
と
し
て
、
高
齢
者
等
の
要
支
援
者
の
避
難
が
困
難

で
あ
る
こ
と
。
避
難
所
に
居
ら
れ
ず
に
、
被
災
し
た

自
宅
や
車
中
で
生
活
す
る
家
族
に
対
す
る
支
援
の
難

し
さ
が
あ
る
。
ま
た
、
災
害
時
の
保
育
・
教
育
施
設

に
お
い
て
は
、
人
的
、
物
的
な
制
約
の
中
で
、
業
務

の
何
を
継
続
・
再
開
す
る
の
か
、
災
害
時
特
有
の
業

務
を
ど
う
行
う
の
か
。
職
員
や
利
用
者
の
安
全
の
確

保
と
、
外
部
資
源
や
受
け
入
れ
体
制
の
構
築
な
ど
、

重
要
業
務
の
内
容
や

着
手
時
期
、
完
了
時

期
を
、
災
害
の
発
生

か
ら
三
日
後
ま
で
の

初
動
期
、
一
ヶ
月
ま

で
の
活
動
期
①
、
一

ヵ
月
後
以
降
の
活
動

期
②
の
三
段
階
に
分

け
て
全
職
員
で
共
有

し
て
お
く
こ
と
。
地

域
と
連
携
し
て
、
ど

ん
な
動
き
が
出
来
る
の
か
確
認
を
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
だ
。
と
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
災
害
は
、

い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
今
出
来
る

こ
と
は
確
実
に
行
っ
て
お
く
べ
き
と
い
う
対
応
の
重

要
性
を
再
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
講
演
で
し
た
。
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